
















































































































てゆくあいだ、本文 3 と 4 のように、その描写は病気の悪化と寛解との間で何
度もゆれる。














































































































































































































































































（1）  Esperanza Ramirez-Christensen, “The Operation of the Lyrical Mode in the Genji monogatari,” in 
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sioning The Tale of Genji: Media, Gender, and Cultural Production, ed. Haruo Shirane （Columbia 
















て Affect studies の訳語が存在することを次のように指摘した。発表では「情動性」という概念は日本
の文学研究では用いられない、とあったが、昨年の 6 月に早稲田大学で行われた日本近代文学会で、「明
治文学再考―政治性と情動の領域―」（日本近代文学会2018年度春季大会（ 5 月26、27日））という
セッション、講演会があったため、まずそこを見ていただきたい。たしかに、前近代日本文学について
の日本文学研究のなかで、情動、Affect studies、はそれほど研究のなかに影を落としていないかもしれ
ないけれども、日本の英文学研究のなかでは非常にさかんに研究が行われている。成蹊大学の遠藤不比
人先生とか、何人かの方が訳語も作っているので、まず学術用語をどういうふうに日本語に置き換えら
れるか、或いは適用されているかということを探ったほうがいいなと思う、と述べた。
